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 私は、2018年 8月 6日～17日のうち、平日のみの10日間で國立臺灣大學圖書館を中心
に国外図書館実習を行った。実習前後は出入国に余裕を持ったり、現地で実習に必要な本を







































 また、國立臺灣大學圖書館の Extension Service Division 以外でも、見学を行った。國









 さらに、国立臺灣大學圖書館においては、Special Collection Division と Acquisition 
and Cataloging Divisionで仕事を行った。Special Collection Division では日本語の貴
重資料を見学した後で、貴重資料を中性紙で包む作業や、電子化資料を作る上で日本語情報
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ることに繋がったのであれば、幸いである。まだ悩んでいる場合は、大学に入ることや、司
書課程に登録することの意味を自分に問いかけてほしい。私は、大学に入ることも司書課程
で学ぶことも、楽をしたいためではなく、チャレンジをするためにやってきた。だから、よ
り一層チャレンジをするべきと考えて、国外で実習することを志望した。楽をするのではな
く、追いこんで楽しい思いをするというのも悪くないと思うので、悩んでいる人はそのこと
を少し考えてもらえたらと思う。 
 ちなみに、チャレンジをしてやり切った私は、実習の最終日が終わった直後に知恵熱を出
して、一晩宿で寝込んだ。実習の最終日から3日後に帰国の途につく予定だったので、元気
になってから帰国することができた。ただ、それだけ自分を追い込んだ経験だったというこ
とは、振り返ってもやり切れたと言い切れる証拠だと思う。体調を崩さない方が勿論良い訳
だが、今となっては良い思い出となっている。 
この文章をきっかけに、台湾で国外図書館実習する人が今後も出てくることを祈って、本
稿のまとめとする。 
 
 
